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環境経営レポー ト

(2022年4月 1日 ～2023年 3月 31日 )

1.組織の概要

2.対象範囲

3.環境経営方針

4.環境経営目標

5.環境経営計画・実績状況評価

6.環境経営計画に基づき実施した取り組み内容
(実施体制を含む)

7.環境経営目標及び環境経営計画の実績及び環境経営の実績・

取組結果とその評価(実績には二酸化炭素排出量を含む)、

並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

8.環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、
並びに違反、訴訟などの有無

9.代表者による全体の評価と見直し口指示

2023年 5月 30日 発行

エイト技工株式会社
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1.組織の概要
(1)事業者名及び代表者氏名

エイト技工株式会社
代表取締役 大坪 征弘

(2)所在地
認証・登録範囲 1本社 神奈川県相模原市中央区氷川町15丁目14番

(3)環境管理の責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理の責任者 代表取締役 大坪征弘

担当者 (GA)部 久住 八重美
連絡先 電話  042-752-8888
FAX 042-755--5383
o―mail kuzumi@eittt一 ふCOjp

(4)事業の概要
本社I電気機器の設計及び製造

(5)事業規模
売上高 :2.6億 円(2021年 10月 1日 ～2022年 9月 30日 )

従業員数(人 )

延床面積(m2)

2.対象範囲 (全組織、全活動)

(1)認証・登録対象組織
本社

(2)認証口登録対象活動
電気機器の設計及び製造

本  社
22名
496Fn2



環 境 経 営 方 針

環 境 経 営 理 念

エイト技工株式会社は、

エイ ト技工の基本理念

1.一歩先のモノづくリヘ

2.人間尊重を基本とした事業活動

3.社会に貢献する企業市民

に基づき、本業の電気機器の設計及び製造を通 じて、

豊かな自然を次世代に残せるよう、社員一人一人の意識を高め、

出来ることからコツコツと、地球環境のことを考えた企業を目指 し、

積極的にこれ らを実施 します。

行 動 指 針

1.当社の事業活動による環境負荷削減を実行する為に、下記の行動指針を定め

全従業員で取り組みます。

① 二酸化炭素総排出量の削減に取り組みます

・電力使用量の削減

・燃料使用量の削減

② 廃棄物排出量の削減と資源のリサイクル推進

③ 水使用量の削減

④ 製品及びサービスの環境性能の向上

2.環境関連法規 `条例 。その他規制を遵守します。      
‐

3.環境経営目標を策定し、定期的に見直し継続的改善を図ります。

4.全従業員にこの環境方針を周知し、環境活動レポー トを外部に公表します。

制定日

改訂日

2018年 8月 1日

2023年 5月 15日

エイ ト技工株式会社

代表取締役 大坪 征弘
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作 成
■

口Ｆ 承 認4.

大坪 久住

15

環境経営目標

基準 (実績) 年度経営目標 中期経営目標

2019年度 2022年度 2023年度

1 二酸化炭素排出量の削減 530k『C02/M円

(56,730kg-002)

3%肖1減

514k『002/M円

(55,028kg-002)

4%削減

509k『 C02/M円

(54,460kg― C02)

1-1 電力使用量の削減 (1) 1,068kWh/M円

(114,228kVVh)

3%削減

1,036kWh/M円

(110,801kWh)

4哨1減

1,025kWh/M円

(109,659kllrh)

1-2 自動車燃料使用量の削減 17.9L/M円

(1,913L)

3%肖饉1減

17.4νM円

(1,856L.)

496削 減

17.21ノ M円

(1,836L.)

2. 廃棄物排出量の削減 3,392kg

396肖1減

3,290kg

4%肖!l減

3,256kg

3. 水使用量の削減 270nn3

3%削減

262nn3

4%肖」減

259rn3

4. 化学物質の適正管理 (2) 適正管理 適正管理

5
不良率の削減 (3)

(出 荷後不具合件数 )

4件以下 3件以下

2019年度の代表者の見直しにより12019年度実績を基準として、エネルギー量は製造売上原単位を目標とした。

2019年度の製造売上  107M円 (2019/4～ 2020/3)

注 (1)購入電力の排出係数 0.455k『 C02/kWh(東京電カエナジーパートナー 2018年度実績 調整後排出係数 |

注(2)化学物質の使用量が少ないので、定性目標とする。適正管理とは、適正な使用と保管を確認する事。

注(3)2020年 度の代表者の見直しにより新規に設定
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環境管理実施体制表 作成 2023年 5月 15日

承 認 作 成

大 坪 久住

代表者
大坪 征弘

環境管理責任者
大坪 征弘

EA21事務局
久住 八重美

(PS)部門責任者
松本 秀敬

(GA)部門責任者
中野 裕行

(DS)部門責任者
門口 晋

役 職 責任および権限

代表者 ・経営における課題とチャンスの明確化
コ環境管理責任者の任命
」環境経営方針の制定

・環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
口環境経営システムの定期的見直しの実施
口社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者 ・環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善

・社長への環境経営システムの実施状況報告

・推進機関であるEA21の事務局の責任者として事務局運営

・それぞれの業務“役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画は実施

"関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底

・環境関連文書及び記録の作成・整理

EA21事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21の事務局
口環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく連守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

・各部門の特定された緊急事態への対応の手順書作成

部門責任者 ・ 自部門における環境経営システムの実施、環境経営方針の周知、

従業員に対する教育訓練の実施

・ 自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・ 自部門の特定されたテスト、訓練を実施し記録を作成

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員 ・環境経営方針を理解し、部門の環境活動計画に従つて活動する
菫下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する
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作 成承 認

久住大坪
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環境経営目標

基準 (実績) 次年度経営目標

2019年度 2023年度

二酸化炭素排出量の削減 530kξ‐C02/M円

(53,73劇嘔-002)

4%削減

509贈一C02/M円

(54,460kg-002)

1-1 電力使用量の削減 (1) 1,068kWh/M円

(114,228kVVh)

4%削減

1.025kWh/M円

(109,659kWh)

1-2 自動車燃料使用量の削減 17.9νM円

(1,913L_)

4%削減

17.21ノlM.円

(1,886D

2. 廃棄物排出量の削減 3,392kg

弔削減

3,256kg

水使用量の削減 270m3

4%肖1減

259m3

4. 化学物質の適正管理 (2) 適正管理

5.
不良率の削減 (3)

(出荷後不具合件数)

5件 3件以下

2019年度の代表者の見直しにより、2019年度実績を基準として、エネルギー量は製造売上原単位を目標とした。

2019年度の製造売上  107M円 (2019/4～ 2020/3)

注(1)購入電力の排出係数 0.455k『 002/kWh(東京電カエナジーパートナー 2018年度実績 調整後排出係数)

注(2)化学物質の使用量が少ないので、定性目標とする。適正管理とは、適正な使用と保管を確認する事。

注(3)2020年度の代表者の見直しにより新規に設定

フ



8.環境関連法規などの連守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

適

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

9.代表者による全体評価と見直し自指示

(1)全体評価
エコアクション21を構築し、約3年半の運用期間を経て目標の達成状況、計画の実施状況及び

法規等の遵守状況を見る限り、主要な環境活動は実施できた。

従つて環境経営方針は変更しないが、活動テーマによつては改善の余地が残されおり、今後

社員が一丸となってシステムの充実と改善に取り組みます。

(2)見直レ 指示
(2)-1.環境経営方針
環境経営活動の方針は、現在のままの形で変更しないこととする。

(2)… 2.環境経営目標、環境経営計画

①二酸化炭素の排出では、絶対値目標は達成できたが、製造売上原単位目標は達成できなかつた。
ガソリンについては、エコドライプの定着。照明器具については、新型コロナの影響で、
LED化の実現ができなかったが、状況を見ながら計画の実現を検討する。
エアコンの温度設定についても、徹底するよう指導する。

②廃棄物排出量については、整理整頓を推進したが、見直し後の目標値よりは削減できた。
来年度は当初の目標値に戻る為、もう一度、日標値を全員に認識させる。

③水使用量は目標達成できたが、人員減の要因もあるため、節水の意識を持つ様周知する。

(2)-3.実施体制
環境意識をより広範囲に高めるため、組織体制を見直し、人員の入替を行う。

適用される事項 (施設、物質、事業活動笠二!法規等
2023/5/15 ()一般廃棄物、産業廃棄物 (金属クズ、廃プラ、廃油等 )

2023/5/15 (|)制 法 空気圧縮機
2023/5/15 (|)-{yJBC tv7 Jt 3-)v司(少量危険物 )

敷地境界線における騒音の規制 2023/5/15 (:)
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